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情報公開用文書（附属市民総合医療センターで実施する医学系研究） 
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西暦 2020年 4月 21日作成 第 1.0版 

研究課題名 COVID-19：抗体獲得率に関する疫学研究 

研究の対象 
研究全体で約 108,200例（当院約 4,800例）。病院長の許可後に当院において採

血を受けた方が対象になります。 

研究目的 

・方法 

2020 年 1 月、中国で発生した新型コロナウイルスが世界中に広がり、日本でも発

症者が出ています。このウイルスが日本においてどのように広がっていくのかを疫学

的に把握するために、当院を受診され採血された方の残った血液（残血清）を広く収

集し新型コロナウイルスの抗体価を測定し、抗体獲得率を解析します。 

研究期間 西暦 2020 年 4月 23日～ 西暦 2025年 2月 28日 

研究に用いる 

試料・情報の 

種類 

当院を受診され採血された方の残った血液（残血清）を広く収集し新型コロナウイル

スの抗体価を測定します。また、その方の生年月、性別、免疫異常の有無、海外渡航

の有無を診療病歴より回収します。 

外部への 

試料・情報の 

提供 

東京大学医科学研究所へ残血清と情報を提出する際は、個人を識別できる情報は含ま

ないように加工し提供します。検体は主機関の担当者が研究協力施設から回収しま

す。検体保護・紛失と拡散防止に十分留意した上で主機関まで運搬し、主機関の手順

に従い適切に管理します。その際の情報は個人が分からないような前項の項目のみを

提供します。 

外部からの 

試料・情報の 

取得と保管 

外部からの試料・情報の取得はありません。 

研究組織 

主たる研究機関：東京大学医科学研究所 

共同研究機関：けいゆう病院、横浜市立市民病院、藤沢市民病院、横浜市立大学附属

病院、永寿総合病院、札幌医科大学附属病院、慶應義塾大学病院、足利赤十字病院、

埼玉病院、座間小児科診療所、あべ子供クリニック、市川こどもクリニック、横浜市

立大学附属市民総合医療センター 
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本研究に関するご質問・ご相談等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画

書及び関連資料を閲覧することが出来ますので下記連絡先まで電話または FAXでお申出下さい。 

問合せ先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

〒232-0024 横浜市南区浦舟町 4-57 

横浜市立大学附属市民総合医療センター 臨床検査部（研究責任者）海老名 俊明 

電話番号：045-261-5656（代表）  FAX：045-253-5749 

 

研究代表施設：東京大学医科学研究所（研究責任者）河岡義裕 

 


